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ジアルスポークヘッドの 2つのタンパク質，p66と p62が CaMの標的タンパク質であることを発見した。 
EF-1 が繊毛に存在することは世界で初めての発見である。また，Ca2＋濃度依存的に引き起こされる繊毛・
鞭毛運動の波形変化にはダイニンが重要な役割を担っている。このダイニンの制御には中心対微小管とラジ
アルスポークの相互作用が重要であるという説が提唱されており，現在その研究が世界中で進められている。
したがって，ラジアルスポーク頭部の p66，p62に Ca2＋/CaMが相互作用することを世界に先駆けて明らか
にした上野氏の研究成果は繊毛・鞭毛運動の波形変化の分子機構の解明に多大な貢献をするものであり，そ
の学問的な価値は非常に高いと判断される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
